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　　Abstract :　The Cretaceous System of the Chichibu Terrain of the Yusuhara- Higashitsuno
area in Kochi Prefecture,Southwest Japan, is divided into the Monobegawa(Lower Cretaceous)
and Sotoizuir!i(Upper Cretaceous) Groups. The Monobegawa Group can be subdivided into
three formations which in ascending order are the Kaminogo, Otado and Tanono Formations.
The yokogai Formation belongs to the Sotoizumi Group. し
　These sequences ought to be precively correlated with the known successions in the standai‘d
area of Monobegawa Group in Monobe area by fossil evidence and lithofacies. They are indica
ted as follows:，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
Monobegawa Group　　　　＜
　Kaminogo Formation : Ryoseki Formation　　　　　　　　　　　し
　Otado Formation:Monobe and Yunoki Formations　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
Tanono Formation: Hibihara Formation　　　　　　　　ニ
Sotoizumi Group　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　Yokogai Formation: Nagase and Kaiisako Formations　　　　　　　　　　　　　　　ニ
Ｉ
は　じづめ　に
　本地域の秩父帯に白亜系が分布することを明らかにしたのは鈴木(1933)が最初である。その後，
平田(1934)が植物化石の産出を報告し，本地域には鳥の巣層，領石層が分布するとした。更に，
山内・平田(1939)はこの白亜系を岩相により五層に区分した:。 Ishizaki (1962)は大野ケ原周辺
の層序学的・古生物学的研究の際に本地域の白亜系についてもふれ,犬岩相の対比から本地域の白亜
系を上ノ郷層，大田戸層，田野々層の三層に区分し，時代決定に有効な化石の産出はなかったもの
のそれらの地質時代を高知統～宮古統とみなした。　　　十　　　　二　　　　　　　　ト
　最近になって，本地域の下部白亜系とされていた部分から上部白亜系の化石が報告されにそれら
が物部地域の上部白亜系枯佐古層及び永瀬層に対比されることが明らかにされた（甲藤ほか↓1984)。
筆者らは高知県の白亜系の総合的な再検討のための調査を行ってきているが，本地域のいくつかの
地点から化石を得，物部地域との対比が可能になると共にこれまでの解釈とは異なる新知見を得た
ので，調査結果を報告する。
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　本地域に分布する秩父帯め白亜系臨……下部白亜
布は東北東十西南西に幅約Ｉ Ｋ瓜し長さ約J3K･㎡Ｃ
に断層で画され，下部白亜系は北側に上部白亜系
系は祷原町と東津野村の境付近に小分布がみられ
接し，北上位jφ単斜構造を示すよ下部白亜系
その傾きは下位の層準ほど小さくﾄなうでいる。
１　物部川層群(下部白亜系)＼　　＼十‥　　ダ
十ａ.･上ノ｡郷層(Ｋａｉｉｎ卵ｏ＼F6ｒ枇μiφｎ)‥‥‥‥
Ishizakト(1962)は√本地域の白亜系最下部層劃
た。その際，本地域の白亜系を向斜構造と考えそ(
の赤色呻岩を含む地層を北翼=とみなした=レしかし
石が産出し,犬まjだ･j･ﾋ翼とした地層からは領石層の･
は単斜構造であ:る。し=たがうて√Ishizakiﾚ(1962) i
　模式地：＼高岡郡東津野村郷十枝が谷　　……
　層厚ト580m　　ニ＼　ｊ　　し　……
　分布：　本暦はペル吟系の白木谷層√‥伊野層と|
に東北東ア西南西の走向をもち=分布するノ先白亜;
よるもめで，複式地ではチャ十ドが,∧模式地以東(
東の作業道沿いではチャノートが白丿亜系の粗粒岩上1
　/複式地付近で最も厚く分布しそれ以東では徐/･
性の断層で切られ,十伊野層と接する。
原に至る林道沿いの標高750:ｍ付近に好露出地があﾀﾞる二，
岩相と化石：　木層は,コ赤色呻岩およ
岩(まれに赤色泥岩)中心の上部層の二部層に区分
　　(下部層)大層厚340mよ最下部め擦岩はj円磨度,……溥
下部層のほどんどが砂岩や赤色泥岩を狭在する俸岩:。
た傑岩であるが，風化がすすむと赤色を呈するいわ|
亜角呻中心で,十時に粒径50cm程度の巨曝を含む場合ﾉ
亜系由来φ堆積岩傑からなり√そのほか小量ではあｿﾞ
も含まれる。　　　　　尚　　し　＼　　　　犬上＝……1
　　(上部層)誦厚24りｍ。下部層に比して傑質部はj
ち，基質は風化すると茶色を呈する。し傑は小から
度・淘汰共に良くなるよ陳種は下部層と=はとんと
岩傑や安山岩傑の円磨度がよくなりほとんどが円
ど帯緑色ないし暗灰色泥岩首ある/が希に赤色泥岩
ｏｐｈｌｅｂｉｓｓp.ほか多数の領石型植物を産する。書ﾄ
i群で,=☆その分
)二＞南北限共
5:るこよ上部白亜
と断層で
レなお，
よた上ﾉこ郷層と名付け
付近を南翼に。最北端
はダルビノダ丿を示す化
か産出し,………ヤ連の地層
にかけ一般
角度北傾斜のスラストに
いでノは緑色岩が↓く………さ万ら|こ
T脊〉(図ｹﾞ幻二∧西限は南北
から天狗高
よび茶色４暗灰色泥
を形成する。
沈)基質をもっ
思い角篠から
ﾚyチヤデト=等の先白
ﾉい岩√:石英片岩呻
φ基質をも
ﾄ下部層より円磨
な=るﾉごと,ｿ=,j玄武
ノ∇泥岩ぱほどん
:らはａ?
1岩からは
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図３　各地点の上部白亜系の柱状図
　　　　柱状図位置は図９に示す
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Cｏｓtｃ)ｃｙｒｅｎａｏtｓｕfeai,　Ｈａｙａｍｉｎａ　ｎａｕｍａｎｎｉ.等の非海生二枚貝化石が合弁状態で産出する。上部
は円磨度・淘汰ともに良くなりI～2cm程度の粒径のそろった呻岩層も発達する。
　また，本層には17回以上の呻岩砂岩おとび泥岩の繰り返=し=が認めこら=れ，木層がデルタ先端部の陸
棚の不安定な地域で，海水準の上昇・下降を繰り返しながらの堆積物懲あることを示しており，ま
た上部層ほど円磨度・淘汰ともに良くなることは，本層は海進期の堆積物であることを示している。
　ｂ／太田戸層(Ootado Formation)　　　　　　　＝　　　　　゜
　Ishizaki (1962)は上ノ郷層の上位の地層として祷原町田野々付近を模式地とし太田戸層を記載
した。その太田戸層の複式地は向斜の南翼にあたるとしたﾉが，今回の筆者らの観察では白亜系は単
斜構造であり，そして南上位である。 Ishizaki (1962)がその模式地め一部であると考えた田野々
付近はAlbianの化石を含む。そこで，今回新たに木層の複式地を祷原町広瀬から田野々にかけて
の地域に変更し，太田戸層を再定義する。　　　………し＼＼=‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　複式地：高岡郡祷原町広瀬
　層厚:480 m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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　分布：木層は下位の東津野層と整合で接し，祷原町田野々北方及び東津野村谷の内から日曽の川
北方にかけてその分布がみられる。／　十　　　　　　　。・。。　･。　。･・　　　・。
　岩相と化石：本層はその岩相により二部層に分けられるよ　万　　　　　　　　　　／
　　（下部層）層厚180m。側方への層相変化がはげしく，東半部では含疎砂岩，砂岩および砂岩泥
岩互層からなるが，西半部では黒色頁岩ないし暗灰色砂質頁岩からなる。東半部の砂岩層からは，
Ｐｌｉｃａtｕｌａ ｆｅｉｉｅｎｓiｓ．Ｎａｎｏｎａｕiｓ ｊ^ｏｆｅｏｊｊａｍａｉ，ＰtｅｒｏtｏｒｉｇｏＴｉｋｉ　ｐｏｃＨｌｉｆｏｒmiｓなどの浅海生二枚貝化
石を産出する。含漆砂岩中の藻は最大で15cmの粒径をもぢ，円磨度の良い亜円ないし円呻である６
疎種は砂岩レチャートなどの堆積岩のほかに花両岩，安山岩，流紋岩，花匯せん緑岩，花両斑岩，
玄武岩などの火成岩疎を多量に含む。砂岩泥岩互層は，下位は厚さ70～80cmの砂岩と1～10cmの泥
岩の砂岩優勢の互層であるが，徐々に泥岩優勢の細互層（1～2cmの砂岩,3~10cmの泥岩）となる。
砂岩にはパラレルラミナが発達し，泥岩の表面には生痕化石が多く認められるが，化石はほとんど
なく，Ｍｅｓｏｓｏｃｃｅｌｌａ　ｓp.が唯一の産出である。
　複式地の祷原町広瀬には黒色～暗灰色砂質頁岩が分布する。この模式地の下半部は緻密な黒色頁
岩であるが，上半部は暗灰色砂質頁岩と上方粗粒化の傾向を示す。本部層も化石に乏しく，希にベ
レムナイトを産出するのみである。
　　（上部層）層厚300 m。砂岩および砂岩泥岩互層からなるよ砂岩は粗粒～細粒で灰白色を呈し，
石英質ワッケである。また，下位の粗粒部にはチャートの円疎を含む部分もある。所々に厚さ数cm
～20cmの黒色泥岩層を狭在し，上半部ほどその狭在が頻繁になる○　　　　　　　　　　　　　　一
　上半部は，単層が5～10cmの細粒砂岩と5～15cmの泥岩の泥岩勝ち互層である。砂岩部は下位の砂
岩より岩片量に富み，石質ワッケとなる。泥質部は青灰色で植物片を多量に含み，葉理はあまり明
瞭でないが泥岩中に砂質のパラレルラミナが認められるよ砂岩部から7）tｅｒｏtｒｉｅｏＴｉｉａ ｐｏｃｉｌｌｉ/ｏｒＴｎｉｓ
を得た。
　ｃ．田野々層(Tanono Formation)
　木層は祷原町田野々北方約500mの付近を複式地としてIshizaki (1962)により名づけられたもの
である。しかしながら，筆者らの観察ではその複式地は先述の太田戸層に含まれるので，今回新た
に祷原町横貝付近を複式地として田野々層を再定義する。
　模式地：高岡郡祷原町横貝　　　　　　　　　　　　し
　層厚：約380m　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　分布：木層は下位の太田戸層と整合で接し，調査地域の西半部，祷原町側にその分布がみられる。
　岩相と化石：その岩相により粗粒岩相の下部層と細粒岩相の上部層に分けられる。
　　（下部層）層厚220 m。下位は漆岩で構成され，上位では砂岩層となる。漆岩はほとんどは灰色
を呈すが，模式地付近ではやや赤味を帯びた部分もある。この漆岩中にぱやや赤味を帯びた泥岩や
茶色泥岩が不規則に狭在する。漆は希に粒径20cmのものも含まれるが，一般に10cm以内の亜円～円
漆で比較的淘汰が良い。漆はほとんど砂岩，チャート等の堆積岩類で少量の流紋岩，安山岩等の火
成岩類がみられる。粗粒岩層に狭在する茶色泥岩および細粒砂岩は有機物に富み植物片が多数含ま
れるが，破片状で重なってお肛種の同定は困難である。砂岩は一般に灰色を呈し円磨・淘汰共に良
くない石質ワッケが主体である。上位の砂岩層に狭在する細粒砂岩からはＣｌａｄｏｐｈｌｅｂｉｓ sp.,
Ｃ＾ｉｃａｄｅｏｉｄｅａ　ｓｐ.等の植物化石と共にアンモナイトを産出する。さらに上位の砂岩からはＮｉｐｐｏＴｉｉ-
tｒｉｇｏｎｉａ ｈｉｋｕｃｈｉａｒｖａＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ ｐｏｃｉｌｌｉ∫ｏｒmiｓ，　Ｐｏｒtｋｔｎｄｉａ ｓａｎｃｈｕｅｎｓiｓ， Gl:ｙｃｙｍｅｒiｓ ｍａtｓｕｒ!＾ｏ-
toi,　Ｃａｅｓtｏｃｏｒbｕla　ｍｏｎｏｂｅｎｓiｓ,　Ｃ.　ｓhifeamai,　Ｇｏｓhoｒａｉａ　ｍｉｎｏｒ,等の二枚貝化石を密集して産出
する。これらの化石は両殼のそろったものはなく，ときには植物片や曝と共に産出することから流
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れ込みによって形成されたものであるレしかし,ﾉ化石ﾚ自
右殻の産出頻度がほぼ同じであるごと=:はほぼ現地性首あ
　一方，梼原町田野々＼から産出する化石はに模式地こぬｲﾕﾋ
たもめが多く散在的であり√/このことはこれらの化石か
を示して=いる/．上　上　　　　し　　ニ.･　………………＼ト＼万･.=･...
　　(上部層)層厚160 m。上部層は泥岩,＼砂岩泥岩互層，
灰色４灰白色を呈七八ラレ=ルデミレナが発達するがト=田野
め部分からＭｅｓｏｓａｃｃｅｌｌａ ｉＴtｓigniｓ，＼取Ｇｃｅｒａｍｕｓａｎｇ:μ血
イ下等の化石を産出するノこの泥岩層め中部にはメレデシ
薄層が三層準に認められる⊇そ/め泥岩の上位は砂岩泥岩
ラミナが顕著に発達するレごめ泥岩の表面には生痕化石
れたこと
｡]下位･φ泥岩は暗
J》岩.乞∧ノ.ジュー･ル
丿＼ｳ万二,…………ア･.･ｙモナ
Pａｒｕｄｍｉtｓｓiｕｍ tｏｓａｅれｓが産出ずる程度である。………互層=万のi上位jlμ
石は全く産出七ないレ最上部は塊状の黒色頁岩で希にﾚＰａｒｕａｍussiura…………６血面綸:やア……丿七ナ:ｲ:トが
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いる疎か破壊されてしまう危険性があるので，できる限り薄片を作製し，顕微鏡下で観察した。
　火成岩類に関しては酸性火山岩～火山砕屑岩類，中性火山岩～火山砕屑岩など若干含まれている
がその量は各々0.5％，0.9％と非常に少ない。一方，古期堆積岩類（緑色岩類を含む；以下略す）
は98.2%と非常に多い。
　また，古期堆積岩類の中ではチャートが51.7%と半数を占め，砂岩37%,緑色岩類が10.3%となっ
ている。
　２．太田戸層
　結果を図６に示す。火成岩類については中性火成岩～火山砕屑岩が10.4%,酸性深成岩類が19％
と上ノ郷層と比較して非常に多くなる。古期堆積岩類ではチャートが29.3%と全体の約３分の１で
あるのに対し，砂岩が52.2%と半数を占め，上ノ郷層と異なった傾向を示す。また，頁岩も14％あ
り上ノ郷層の0.9%との違いは顕著である。
　３．田野々層
　結果を図７に示す。酸性火山岩～火山砕屑岩１％,中性火山岩～火山砕屑岩0.7%とほぼ上ノ郷層
と似た傾向を示すが，酸性深成岩がやや多くなっている。古期堆積岩類についてもチャートが半数
を占め，緑色岩が2.7%と多くなり，上ノ郷層と似た割合を示す。
　４．横貝層
　結果を図８に示す。調査地点が１地点と少ないが固結度は非常によく，顕微鏡下での観察が容易
であるため，ほとんど薄片による分類で行った。中性火山岩～火山砕屑岩が18.8%,酸性深成岩が
17.2%と多くに古期堆積岩類は52.7%と約半数を占めるにすぎない。また，量的には少ないが片磨
岩の疎も含まれているのが特徴である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ．物部地域との対比
　物部地域の白亜系の層序及び各層の地質時代は下部白亜系に関しては田中ほか(1984), Tashiro
and Kozai (1984)など，上部白亜系はMatsumoto and Tashiro ed. (1982),田代ほか(1981)
などによって詳しく報告されている。本章ではそれらの研究をもとに，祷原一東津野地域の白亜系
と物部地域の白亜系を対比する(本地域からの産出化石を図10に，その産出地点を図９に示す)。
　１．上ノ郷層
　本層から領石フローラに対比される植物化石が産出することは古くから知られていた（山内・平
田1939)。また，赤色呻岩が分布することから本層は領石層に対比された（平田　1972)。今回
筆者らの調査で植物化石の他にＨａｙａｍｉｎａ　ｎａｕｍａｎｎｉ，　Ｃｏｓtｏｃｖｒｅｎａ ｏtｓｕfeai， Ｔｅtｏｒia ｓａｎｃｈｕｅｎｓiｓ，
Filosin?ｓｐ.などの二枚貝化石を得た。Filosin?sp.以外の化石は物部地域の物部川層群領石層
及びその相当層から知られるもので，田代(1985)の領石型汽水生二枚貝フォーナに相当する。従っ
て，木層は領石層に対比できる。本層から産出する化石の中で，最も一般的な∬｡naumanniはほ
とんどの化石が合弁状態で産出七領石層の産状と一致する。 Ｃ.　ｏtｓｕｆｅａｉは産出数が非常に少ない。
領石層に対比される徳島県の立川層は数層準から両種が産出し，両種が共産する層準もあるが，両
種が同程度の頻度で産出することはない。この傾向は木層や領石層でも同じである。このことは両
種の生息環境が若干異なることを意味している。本層の堆積環境は領石層の中でもＨ，皿ｉｉｍａｎｎｉ
が多産し，Ｃ. ｏtｓｕhaiが少ない高知県香北町谷相付近の領石層に類似しているのかも知れない。
? ?
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ﾉ之
　木層からは平田(1974)によって数種のアンモナイトが報告さ/=れてい]るが,士正確な同定はまだ
なされていない。海生二枚貝類はＮａｊｉｏｎａｕiｓ :ｙofeoｙａｍａｉ.Ｐｌｉｃａtｕlafeiienｓiｓ．ＰtｅｒｏtｒigoTiia
pocillifoｒmiｓ， Ｐｅｒｉｐｌｏｍａｍｏｎｏｂｅｎｓiｓを本層の下部か=ら産し，ごれﾚらの北石は物部層から知られ
ている。Ｐｌｉｃａtｕla feiie几ｓiｓは物部層及びその相当層から知られ，レンジはUpper Hauterivian～
LowerBarremianである(田代, 1985)。Ptero£igonia pocilliformisは殼表め肋が直線的でarea
が狭く，田代・松田(1982)のいうＡタイプに同定される。I7)町刎ｏ砲丿nono石印μｓはTashiro
and Kozai(1991)で記載された種でその報告は少ないが:，物部層や物部層に対比される羽ノ浦層か
らも産出する。以上これらの二枚貝から，本層の下部は物部川層群の物部層に対比される。
　上部は植物化石に富み，下部層の堆積環境とはやや異なる。物部層上部の堆積時に一部の地域で
は粗粒相が堆積し,＝物部層上部の同時異相としての柚ノ木層が知られており(田代, 1987),この
上部層はその層序的位置から判断すると柚ノ木層に対比される。また，柚ノ木屑は河川の影響の強
い地域に発達した小デルタの堆積物であり，柚ノ木層の岩相は側方=に大ぎぐ変化する。本層の上部
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層はデルタの堆積相が特徴的にあらわれる中心部での堆積物ではなく，デルタ側方の堆積物であろ
う。この上部層の上位からはｐ.　pocillifoｒmiｓＢタイプが産出し，柚ノ木層上部のデルタフロント
の堆積物に対比される。
　宮本（1980）は柚ノ木層から疎岩の疎に酸性～中性火成岩疎か多くなることを指摘したが，本地
域でも前述の通り本層上部（柚ノ木層に対比される部分）からその火成岩類が増加する傾向にある。
　以上の事実から,･本層は物部川層群の物部層及び柚ノ木層に対比される。
　３．田野々層
　本層下部層からはNucula tosaensis, Por£Zｕぷａ sanchuensis, GZyり･meris ｍα£sumo£oi, Ger-
?Z池かrbesiana, P£ｅｒｏ£origonia即心liformis Ｂ type. yＶな?即戒trigonia八面ichiana, Yabea
densecren?ata, Goshoraia minor, Caes£ocorbula monoろensis, C. shikamai等の二枚貝類を産出
する。これらの化石は全て日比原層下部層から知られているものである。従って，本層下部は明か
に日比原層下部に対比できる。日比原層複式地付近の下部層には汽水生二枚貝類を産する層準があ
るが木層下部にはない。また，木層の化石は離弁状態で，破損しているものが多く，日比原層複式
地付近に比して本層は公海性の強い場所で堆積したものと考えられる。
　アッモナイト類は非常に少なく，植物化石と共に３個の破片が採集されている。それらは
Eotetor昭回心?ｓｐ･, Silesitidae gen. et sp. indet., P?chelia? ｓp.である。Eotetor昭ｏ?£es? sp.,
Silesitidae gen. et sp. indet. のレンジはBarremian～Aptianであり，日比原層下部の地質時代と
矛盾しない。しかし，ＰｕｌｃｈｅｌｉａのレンジはBarremianであり，保存めよい標本での同定か必要で
la・inogo Formation
ｍＪｍ！
Ｈａｙａ万万ｍ万jl刀ａnaumanni (Neumayr)
Ｃｏｓtｏｃｙｒｅｎａｏｔｓｕkai (Yabe et Nagao)
FilosinsC? Ｓｐ・
Ｔｅtｏｒia ｓａｎｃｈｕｅｎｓiｓ(Yabe te Nagao)
Otado Formation
Loc. 40703
-
Ｎａｎｏｎａｖiｓｙｏｋｏｙａｓiai(Yabe et Nagao)
Plicatula kiiensis Hayani
Ｐtｅｒｏｔｒｉｇｏｎｉａ(p.)pocillifonis (Yokoyama) A
Ｐｅｒｉｐｌｏｉａａｍｏｎｏｂｅｎｓiｓｌａｓliiｒｏ et Kozai
Loc. 40705
Ｒ
Ｎａｎｏｎａｖiｓｙｏｋｏｙａｍａｉ(Yabe et Nagao)
Plicatula kiiensis Hayami
ＰｔｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａｌＰ．〉pocilliformis (Yokoyama) A
Loc. 40706-
Nucula Ｓｐ・
Yokogal Formation
hoc. 40507
-
ＦｅｎｅｓｔｒｉｃａｒditａｄｅｎｓｅｇｒａｎｕlatａTashiro
Ｌｏｃ、40511
-
Ｐｔｅｒｐｔｒｉｇｏｎｉａｓｐ、ａ１１、ｐ. 　ｈｉｇｏｅｎｓiｓくTamura et Tashiro)
Ｎｉｐｐｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａｓ９、
Mesosaccella Ｓｐ･
Tanono Formation
Loc. 40501-
Ｍｅｓｏｓａｃｃｅｌｉａｉｎｓigniｓ(Nagao)
Inoceramus subsulcatus Wiltshire
k匹Ｊ皿賤
Pterotri即niaiP.)ｐｏｃｉｌｌｉｆｏｒniｓ(Yokoyama) B
J
Portlandia sane力uensis (Yabe et Nagao)
GlｙｃｙｍｅｒiｓｌＨａｎａｉａ)matsumotoi Tashiro
Ｐｔｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(P.)pocillitormis (Yokoyama) B
Ｎｉｐｐｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａｋｉｋｕｃｈｉａｎａ(Yokoyania)
ａ
ＣａｐｓtｏｃｏｒｂｕlaｍｏｎｏｂｅｎｓiｓKozai
Ｃ.　　　　　ｓｈｉｋａＢｉａｉ Hayami
-
NuculaiPectinucula) tosaensis Tashiro et Kozai
Ｐｏｒtｉａｎｄｉａｓａｎｃｈｕｅｎｓiｓ(Yabe et Nagao)
Ｇｅｒｖiilia（Ｇ、)forbesiana d'Orbigny
Ｐtｅｒｏｔｒｉａｏｎｉａ(p.)pocilliformis (Yokoyama) B
Ｖａｈｅａｄｅｎｓｅｃｒｅｎｕ1aｔａTashiro et Kozai
ａ
Ｃ．　　　　　ｓ力ikamai Hayami
辿二蛙ｍ
Ｍｅｓｏｓａｃｃｅｉｌａｉｎｓigniｓ(Ｕａａａｏ）
ＰａｒｖａｍｕｓｓlｕｍtｏｓａｅｎｓｅTashiro et Matsuda
図10　本地域からの産出化石
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　上部層は化石に乏しいが，　Ｎｕｃｕla　ｓｐ.,　Ｍｃｓｏｓａｃｃｅｌｌａ inｓigれiｓレＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ ａｎｇｌｉｃｕｓ.　Ｐａｒ-
ｕａｍｕｓｓiｕｍ tｏｓａｅｎｓｅを産出する。これらの化石はいずれも日比原層上部の黒色泥岩から産出し，
Albianを示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　以上，田野々層は物部川層群日比原層に対比され/る。　　　　ト　　＼　　ニ
　４．横貝層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………;ﾌﾟｿ:万……　……
　大型化石に乏しく，物部地域との対比が充分にできないが，本層から産出した放散虫から甲藤ほ
か(1984)は外和泉層群の永瀬層・猪佐古層に対比している。下部層からはＮｉｐｐｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａ　ｓｐ.
が豊産するが新種であ=る可能性が強く(甲藤ほか, 1984),対比ができないレ　　十
上部層の黒色頁岩から１個体だけ産出したＦｅｎｅｓtｒｉｃａｒditａ ｄｅｎｓigｒａｎｕlatａは九州の姫の浦層群や
(Tashiro, 1976),楷佐古層からの報告(Tashiro ａｎｄﾚKozai, 1982)〉があ=り，そのレンジはMiddle
Turonian～Lower Campanianである。また，アンモナイトはCollignoniceratidaeの可能性が強
く, Turonianの可能性が強い。これらの大型化石の結果は放散虫め時代観と矛盾しない。
　永瀬層は砂岩で構成され，枯佐古層は凝灰岩・頁岩で構成されており，本層の岩相を対比すると
下部層は永瀬層に，上部層は楷佐古層に対比されるが，下部層についでは化石の証拠が不十分であ
るので正確な対比は今後の課題である。　　　　　　　　　　　＞　　＼　　レ　上
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅵ。要　　し　約＼………∧……　…∧　　　　　　　　十
　祷原一東津野地域の白亜系を調査・研究した結果,＼次のような:ことが明らかになった。
１．下部白亜系は南上位の単斜構造，上部白亜系は北上位の単斜構造である。
２．下部白亜系は下位から上ノ郷層，太田戸層レ田野々層で，それぞれ物部川層群の領石層，物部・
　柚ノ木層，日比原層に対比される。　　　　　　　　　　　　　……………
３．上部白亜系の横貝層の上部は楷佐古層に，下部は永瀬層に対比される可能性が強い。
４．太田戸層は上部に柚ノ木層と対比できる岩相が存在する/が，その堆積環境はデルタの中心部で
　はなく，側方部である。　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　＼
５．田野々層の下部は日比原層よりも公海性の強い堆積環境であ＼りい本地域における宮古海進の堆
　積物である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=＼　　‥
６．傑岩中の火成岩呻の急増は物部地域と同時期であ＼るが√Aptianでは本地域の火成岩疎は減少
　する。
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Plate　l
Explanation of Plate l
Figs. 1, 2.Ｇｏｓfioｒａｉａ　ｍ.伍ｏｒTashiro et Kozai, left valve, ×2　　＼∧
Fig. 3. Collignoniceratidae gen. et sp. indet., XI　　　　　　　　　＼
Fig. 4. Glycymeris (裁inaia) matsumotoi Tashiro,トleft valve, >く2
Fig. 5･ Ｍｅｓｏｓａｃｃｅｌｌａｉｎｓigniｓ(Nagao), right valve,×2　　　　　/
Fig. 6.Ｐｕｌｃｆｉｅｌａ?　！p.，×1.5.　　　　　　　　　　　　　　j　　　　I
Fig. 7. ？ｏΓtlandia sanchuensis Hayami, left valve,〉<1.‥‥‥‥‥大白
Fig. 8. Silesitidae gen. et sp. indet.,×1.　　　　　　　　　　　　犬
Fig. 9. Parvamussium tosaense Tashiro et Matsuda, left valve,
Figs. 10, 11.　Ｃａｅｓtｏｃｏｒbｕlaｓfiifeami Hayami, left valve√×2レ
Fig. 11.　Ｅｏtｅtｏｒａｇｏｎｉtｅｓsp.,×1.　　　　　　　　　　　＼
Fig. 13, 14. Caes£ocorbula monobensis Kozai, right valve,×2.
X2.5.
Figs. 15， 16.Ｎｉｐｐｏｎｉtｒｉｇｏ几気孔ｉｆｅｕｃｆｉＭｍａ(Yokoyama),left valve,･･:宍･×1.犬上
Fig. 17・ＦｅｎｅｓtｒｉｃａｒditａｄｅｎｓｅｇｋｍｕlatａTashiro, right valve, ×5√
Fig. 18. Inoceramus anがicus Woods, right valve, XI.　　　　ヶ
Fig. 19， Periploma monobensis Tashiro et Kozai, rightﾄvalve, X工5.　　十
Fig. 20.　Ｐｌｉｃａtｕlaki辿几■sisHayami, right valve, ×2.　　　　　　　1
Fig. 21. 裁z炉心na naumanni (Neumayr), left valve,×1.　　……j
Fig. 22. Filoshina? sp., right valve,×1.5.　　　　　　………………jl:　　　　　＼
Fig. 23. Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏ几io.(Ｐ。)pocilli/ｏｒmiｓ(Yokoyama), right and left valve,×1
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